セアカゴケグモ対策について
平成１８年８月２４日
①分類
ヒメグモ科・ゴケグモ属　ハイイロゴケグモ，クロゴケグモ等
②分布
外国：オーストラリア，ニュージーランド　ポリネシア，台湾等
日本：大阪府，兵庫県，三重県等

③特徴（メス)
体長；１０～１５mm脚を広げると３０mm程度体色；成体で概ね黒色腹部背面；オレンジ色～赤色のネクタイ様の模様腹部腹面；｢砂時計｣様の赤い模様成熟期は、茶色がかり、模様の色も薄くなる体型；大きなエンドウ豆形でほっそりとした脚を持つ産卵直前には腹部は膨らみ、１０mmにもなる
④特 徴 （オ ス）
体長；２～５mm程度体色；頭胸部や脚は褐色腹部背面；灰白色で中央に縁取りのある白い斑紋があるその両側に黒紋が２列に並ぶ（後半に繋がり黒条になることがある）体型；腹部が細く、頭部の蝕肢が生殖器官として発達し（目玉のように見える）、丸く膨らん
⑤卵 大きさ；6～１０ｍｍ程度形；球形色;乳白褐色で区別ができる

営巣場所 (生息場所）
●地上から近い小空間の物陰
●餌となる小動物のいる場所
●日当たりがよく、普段管理の行き届かない構造物・壁等の水抜き管内部
・雨水排水溝のグレーチングや会所のコンクリート蓋内部
・駐車場の段差の鉄板等の裏や車止め
・駐輪場の支柱の基部、フェンスの隙間や放置自転車等
・空き缶類や古タイヤの中
・金網フェンスの支柱やガードレールの支柱の空間
・遊具の隙間やベンチの隅

営巣場所 (生息場所）
●地上から近い小空間の物陰
●餌となる小動物のいる場所
●日当たりがよく、普段管理の行き届かない構造物
・壁等の水抜き管内部
・雨水排水溝のグレーチングや会所のコンクリート蓋内部
・駐車場の段差の鉄板等の裏や車止め
・駐輪場の支柱の基部、フェンスの隙間や放置自転車等
・空き缶類や古タイヤの中
・金網フェンスの支柱やガードレールの支柱の空間
· 遊具の隙間やベンチの隅
噛まれた時の対応 

[症状]

・噛まれた瞬間､針で刺されたような痛みを感じる
・数分から１時間後位に､噛まれた部分の周りが腫れて赤くなる
・痛みは次第に全身に広がる
・悪化すると、多量の汗をかいたり、寒気や吐き気などが現れることがある
・通常は、数日から数ヶ月で回復する例が多く、重症になることはほとんど無いが、重症例では筋肉
麻痺が生じることもある

[処置]

●万一噛まれた時は、余分の毒を温水や石鹸水で洗い落とす
●できるだけ早く病院に行って治療を受ける
●病院には、セアカゴケグモか否かを確認するため、噛まれたクモを殺して持参する
［咬まれた事例の紹介］

平成９年７月関西国際空港（貨物区域） ２６才男性
●ＰＭ３：３０頃、空港内で側溝の蓋を持ち上げて溝の清掃中に大腿部を咬まれた模様。蓋の裏に多数のセアカゴケグモがおり、これらを踏み潰しながら作業をしていた。安全靴を履いていたが、作業着のズボンの裾は靴の中に入れていなかった。
●ＰＭ４：１６、関西空港クリニックを受診。発赤と大腿部の腫脹があり、痛みが激しく、しびれ感も訴える。
●ＰＭ６：００、クリニックの紹介により、大阪府立急性期・総合医療センターに自ら来院。全身症状は認められず、血清は使用しなかった。経過観察のため入院。翌朝には痛みも消失し、午前中に退院。
平成１３年１０月泉南市（駐輪場） ５６才男性
●職場の駐輪場に３日間放置してあったバイク（ヘルメットを前かごに入れていた）で走行中にヘルメット内で耳がチクチクした。ヘルメット内にセアカゴケグモを発見。
●地元診療所を受診。発赤、痛み、熱感、吐き気等があったが、その後経過は良好で１～２日で回復した。
●血清は使用せず。

平成１６年８月泉南市（公園） ７０才男性
●ＡＭ１０：３０頃、樹の手入れ作業中に咬まれた。作業の休憩中に草の上に置いていた軍手を再度着けようとした際、手に痛みが走った。
●その後痛みが強くなったが、当日は我慢していた。翌日になっても痛みがひかないことから、皮膚科を受診した。痛み、熱感、発赤、腫脹や胸焼けはあったが、全身症状はなかった。
●皮膚科の紹介により大阪府立急性期・総合医療センターへ自ら移動し、年齢的なことも考慮し経過観
察のため入院した。血清は使用せず。
平成１７年８月岸和田市（個人住宅内） ５７才女性
●夜、犬の散歩をし、その後自宅で犬と一緒に就寝し、翌日ＡＭ７：００頃、腕を頭の後ろへ伸ばしたところ、肘に痛みが走ったことから、枕元を見るとセアカゴケグモを発見。
●痛みが強いことからＡＭ８：１０頃、枕元にいたセアカゴケグモを持参の上、岸和田市立病院救急部を受診。
●局所的な痛みと脹れはあるが、全身症状はなく落ち着いているが、経過観察のため当日は入院するこ
ととした。

平成１８年７月富田林市（個人住宅の庭） ５９才男性
●朝、自宅の庭に出るために素足でサンダルを履いたところ、足の親指に強い痛みが走った。足下にセアカゴケグモを発見。
●自分で大阪府立急性期・総合医療センター救急診療課を受診。
●局所的な強い痛みはあるが脹れは小さく、また全身症状がないことから自宅に戻り様子を見る。ＰＭ２：００頃には痛みも小さくなってきた。
〔駆除〕
● クモに直接、市販の家庭用殺虫剤（ピレスロイド系）を噴霧する
● 卵は、完全に踏みつぶすか、焼却する
● セアカゴケグモを見つけても、素手で捕まえたり、触ったりしないこと
〔啓発〕

● あらゆる機会を通じて、市民に対して正しい知識の啓発を行う
● ホームページ、パンフレット、広報、学校での掲示等による啓発

